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　近年細径経鼻内視鏡が急速に普及している。しかし
内視鏡画質が劣る、水切れ機能が悪いなどの問題点か
ら診断が不十分になる可能性が指摘されている。そこ
で今回我々は、経鼻内視鏡による食道・胃がんの発見
率、さらに経鼻内視鏡の観察方法について検討した。
【方法】対象は2005年1月から2008年6月までに
経鼻内視鏡（XP260N、260M、　EG530N）を施行した
1，578例中、早期（表在）食道・胃癌23例および胃腺腫
6例である。観察方法としては、①WL群：通常観察
のみにて診断可能（胃では近接観察・遠景観察に分け
た）、②NBI群；NBI併用にて診断可能（NBIにて
brownish　areaと診断）、④DYE群：色素内視鏡にて
診断可能の3群に分けた。
【結果】食道・胃癌発見率は、152％と非常に高率で
あった。癌のタイプは、食道がん0－Ila：2例、0－Ilc：2
例、表在癌2例と早期がん2例であった。胃癌は、0－1
型：1例、0－Ila：6例、0－Ilc：ll例、0－Ila十Ilc：ll列の
早期胃癌19例であった。観察方法に関しては食道癌4
例では、WL群2例、　NBI群4例、　DYE（iodine）群：
4例であった。一方、胃癌は全例近接観察が必要であっ
た。さらにWL群14例、　NBI群：14例、　DYE（ln－
digocarmine）群：19例であった。胃癌のNBIは認識
向上性はできなった。胃腺腫においてもWL群4例、
NBI群：4例、　DYE（lndigocarmine）群6例であっ
た。
【結語】経鼻内視鏡では、食道・胃癌の発見率は高率
であった。一方、食道血管透見像の描出が悪く、早期
食道がんを見落としやすい。積極的にNBIを併用し
て、brownish　areaあるいはspotを見つけることが重
要であった。一方胃癌に関しては、近接観察を全領域
にて行い、粘膜面の異常が疑われれば、積極的にIn－
digocarmineによる色素観察を併用する必要があると
思われた。
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　癌の浸潤転移は癌問質の微小環境が関与している。
がん問質へのリンパ球浸潤例は予後が良いと言われ
てきた。しかし癌細胞は炎症に関する免疫担当細胞を
利用して有利な環境を構築している報告もある。我々
はdeath　receptorであるFasLを多く発現している胃
癌の予後は悪いことを報告、そのFasLは癌間質リン
パ球をアポトーシスに誘導する可能性もある。実験的
に癌細胞にFsaLを発現させると好中球浸潤が惹起さ
れる報告もある。このような背景で、今回胃癌組織に
浸潤する穎粒球（tissue　infiltrating　granulocytes　TIGs）
と腫瘍関連マクロファージ（tumor　associated　macro－
phages　TAMs）と臨床病理学的は意義を検討した。
【材料と方法】　胃癌切除例130例を対象とし、胃癌組
織浸潤TIGsとTAMsを免疫組織化学染色で観察し
た。抗体はTIGにはmonoclonal　mouse　anti－
granulocyte、　TAMにはmonoclonal　mouse　antibody
CD68を用いた。判定基準は一視野での染色陽性細胞
数で（一）＜10個、（＋）10～30個、＞30個（＋＋）と
した。
【結果】TIGsとTAMsの発現率はそれぞれ62．3％、
50．0％であり、両者に正の相関が見られた。臨床病理学
的因子との関連では、TIGsは壁深達度、リンパ節転移
度、進行度と相関した。TAMsは臨床病理学的因子と
の相関は見られなかった。TIGsの程度が強い症例ほ
ど予後は不良、TAMsの程度が弱い症例は予後不良で
あったが多変量解析ではTIGsの程度は予後を規定す
る因子であった。
【結論】　胃癌において、組織の微小環境に浸潤する穎
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